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(57)【要約】
【課題】光ディスクよりフラッシュメモリの保存寿命が
短い場合でも、フラッシュメモリに格納されているディ
スク情報を長期間保存できる光ディスク装置を提供する
。
【解決手段】光ディスク１１４はマガジン１０５に収納
された形態で供給され、マガジン１０５には光ディスク
に関するディスク情報を格納するフラッシュメモリ１０
９が搭載される。ドライブコントローラ１１１はフラッ
シュメモリ１０９からディスク情報を読み出し、データ
の記録再生を行うディスク記録再生部１１２を制御する
。ディスク記録再生部１１２は光ディスク１１４にデー
タを記録する際、フラッシュメモリ１０９に格納されて
いるディスク情報の少なくとも一部を光ディスク１１４
に書き込む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクにデータの記録及び再生を行う光ディスク装置において、
　前記光ディスクはマガジンに収納された形態で供給され、該マガジンには前記光ディス
クに関するディスク情報を格納するメモリが搭載され、該メモリは前記光ディスクよりも
保存寿命が短いものであって、
　前記光ディスクに対してデータを記録再生するディスク記録再生部と、
　前記マガジンと前記ディスク記録再生部の間で前記光ディスクのローディングとイジェ
クトを行うディスクロード・イジェクト部と、
　前記メモリに格納されているディスク情報を読み出し、該ディスク情報に基づいて前記
ディスク記録再生部と前記ディスクロード・イジェクト部を制御するドライブコントロー
ラと、を備え、
　前記ディスク記録再生部は前記光ディスクにデータを記録する際、前記メモリに格納さ
れているディスク情報の少なくとも一部を前記光ディスクに書き込むことを特徴とする光
ディスク装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光ディスク装置において、
　前記ディスク記録再生部が前記光ディスクからデータを再生する際、前記メモリに格納
されているディスク情報の読出しに失敗した場合は、前記光ディスクに書き込まれている
ディスク情報を読み出して使用することを特徴とする光ディスク装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の光ディスク装置において、
　前記ディスク情報は、前記光ディスクと前記マガジンの製造条件に関する情報であるこ
とを特徴とする光ディスク装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の光ディスク装置において、
　前記ディスク情報は、さらに、前記光ディスクに対するデータの記録再生に関する管理
情報を含むことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の光ディスク装置において、
　前記マガジンに前記光ディスクが複数枚収納されている場合、前記ディスク記録再生部
は前記ディスク情報を１枚の光ディスクのみに書き込むことを特徴とする光ディスク装置
。
【請求項６】
　請求項４に記載の光ディスク装置において、
　前記マガジンに前記光ディスクが複数枚収納されている場合、前記ディスク記録再生部
は前記ディスク情報を全ての光ディスクに書き込み、該光ディスクからディスク情報を読
み出すときは、最後に書き込んだ光ディスクからディスク情報を読み出して使用すること
を特徴とする光ディスク装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の光ディスク装置において、
　前記ディスク記録再生部が前記光ディスクにデータを記録する際、前記メモリからディ
スク情報の読出しに失敗した場合、前記光ディスクへのデータの記録を行わないことを特
徴とする光ディスク装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の光ディスク装置において、
　前記ドライブコントローラは前記メモリからディスク情報の読出しに失敗した場合、前
記マガジンに搭載する交換されたメモリに対して、前記光ディスクから読み出したディス
ク情報を書き込むことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項９】
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　請求項１乃至８のいずれかに記載の光ディスク装置において、
　前記光ディスクはホログラフィックディスクであり、前記メモリはフラッシュメモリで
あることを特徴とする光ディスク装置。
【請求項１０】
　マガジンに収納した複数の光ディスクにデータを記録して保存する光ディスクライブラ
リシステムにおいて、
　請求項１乃至９のいずれかに記載の光ディスク装置を複数台含み、
　複数の前記マガジンを収納するマガジン収納庫と、
　前記マガジン収納庫と前記光ディスク装置との間で、前記マガジンを搬送するマガジン
搬送部と、
　サーバからコマンドを受け、前記マガジン搬送部と前記光ディスク装置を制御し、指定
されたマガジンに収納されている指定された光ディスクに対しデータの記録あるいは再生
を行わせるライブラリコントローラと、を備えることを特徴とする光ディスクライブラリ
システム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の光ディスクライブラリシステムにおいて、
　前記ライブラリコントローラは、前記マガジンに搭載されたメモリに格納されているデ
ィスク情報が、前記マガジンに収納されている光ディスクの中のどの光ディスクに書き込
まれているかを記憶していることを特徴とする光ディスクライブラリシステム。
【請求項１２】
　第１の記録媒体にデータの記録及び再生を行う記録再生装置において、
　前記第１の記録媒体はマガジンに収納された形態で供給され、該マガジンには前記第１
の記録媒体に関する媒体情報を格納する第２の記録媒体が搭載され、該第２の記録媒体は
前記第１の記録媒体よりも保存寿命が短いものであって、
　前記第１の記録媒体に対してデータを記録再生する記録再生部と、
　前記マガジンと前記記録再生部の間で前記第１の記録媒体のローディングとイジェクト
を行うロード・イジェクト部と、
　前記第２の記録媒体に格納されている前記第１の記録媒体の媒体情報を読み出し、該媒
体情報に基づいて前記記録再生部と前記ロード・イジェクト部を制御するドライブコント
ローラと、を備え、
　前記記録再生部は前記第１の記録媒体にデータを記録する際、前記第２の記録媒体に格
納されている前記第１の記録媒体の媒体情報の少なくとも一部を前記第１の記録媒体に書
き込むことを特徴とする記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データを長期間保存するのに適した光ディスク装置及び光ディスクライブラ
リシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、光ディスクカートリッジを複数枚収納したマガジンにＩＣメモリを搭
載し、ＩＣメモリに書込む情報は、マガジンの識別番号、タイトル、使用年月日、挿入回
数等とすることが記載されている。そして、ＩＣメモリに記録された情報により、光ディ
スクを識別するとともにディスクの耐久寿命を判断するようにしている。
【０００３】
　特許文献２は、磁気テープを記録メディアとする場合で、テープカセットにメモリを設
け、これにテープカセットごとの製造情報やシリアル番号情報を記憶することが記載され
る。また、磁気テープにデータを記録する際、記録データと共にメモリに記憶されている
カセットのシリアルナンバーなどの識別情報も記録し、磁気テープとメモリに共通の情報
を持たせることが記載されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２１２９８４号公報
【特許文献２】特開２００８－３０００３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光ディスクの中でホログラフィックディスクは、大容量のデータを長期保存に適したラ
イトワンスメディアである。ホログラフィックディスクにデータを記録再生する際の制御
情報として、当該ディスク固有の情報（例えば、ディスクＩＤ、メーカ情報など）を参照
するため、このディスク情報を予め光ディスクに格納しておかねばならない。しかし、そ
のためには、ディスクメーカ等がディスク情報を当該ディスクに事前にプリライトする工
程が必要となり、また、ユーザデータ記録時の上書き防止のためのガードバンドを設ける
必要があるため、手間と容量低下の問題があった。
【０００６】
　大容量のホログラフィックディスクは、複数枚の光ディスクがマガジンに収納された形
態で供給されることが予想され、マガジンにフラッシュメモリ等の別の記録媒体を搭載し
、これにディスク情報を格納しておくことが考えられる。ここでホログラフィックディス
クはデータを長期間保存可能な媒体であり、データ記録後数十年間保管されることが予想
される。
【０００７】
　一方、フラッシュメモリの寿命はホログラフィックディスクより短く、数十年の保存期
間中に記憶した情報が破損・消失する恐れがある。すなわち、マガジンを長期間保管した
場合、光ディスクのデータよりも先にフラッシュメモリの情報が破損する。このように、
光ディスクとフラッシュメモリの保存可能期間（保存寿命）にミスマッチがあると、ディ
スク本来の長寿命の特性が生かされない。よって、フラッシュメモリの情報が破損しても
光ディスクの記録再生動作に支障が生じない構成が必要になる。
【０００８】
　特許文献１には、ＩＣメモリを搭載してマガジン情報等を書込むことが記載されるが、
ＩＣメモリ自身の保存寿命に関しては考慮されていない。
【０００９】
　特許文献２では、磁気テープにデータを記録する際に、メモリに記憶されているカセッ
トの情報も記録することが記載されているが、この場合もメモリの保存寿命に関しては考
慮されていない。
【００１０】
　そこで本発明の目的は、光ディスクとフラッシュメモリの保存寿命のミスマッチを考慮
し、フラッシュメモリに格納されているディスク情報の長期間保存を可能とする光ディス
ク装置及び光ディスクライブラリシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、光ディスクにデータの記録及び再生を行う光ディスク装置において、光ディ
スクはマガジンに収納された形態で供給され、マガジンには光ディスクに関するディスク
情報を格納するメモリが搭載され、メモリは光ディスクよりも保存寿命が短いものであっ
て、光ディスクに対してデータを記録再生するディスク記録再生部と、マガジンとディス
ク記録再生部の間で光ディスクのローディングとイジェクトを行うディスクロード・イジ
ェクト部と、メモリに格納されているディスク情報を読み出し、ディスク情報に基づいて
ディスク記録再生部とディスクロード・イジェクト部を制御するドライブコントローラと
、を備え、ディスク記録再生部は光ディスクにデータを記録する際、メモリに格納されて
いるディスク情報の少なくとも一部を光ディスクに書き込む構成とした。



(5) JP 2016-105341 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、フラッシュメモリの寿命に係らずディスク情報を長期間保存できるの
で、光ディスクの記録再生動作に支障が生じることがなく、信頼性の高いシステムを構築
できる。また、光ディスクにディスク情報を事前に記録する必要がないので、プリライト
の手間と容量低下の問題が発生しない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る光ディスクライブラリシステムの一構成例を示す図。
【図２】ディスクドライブ（光ディスク装置）の内部構成の一例を示す図。
【図３Ａ】ディスクマガジンの外観を示す図。
【図３Ｂ】ディスクマガジンの外観を示す図。
【図３Ｃ】ディスクマガジンの外観を示す図。
【図４Ａ】ディスクマガジンからディスクを取り出す状態を示す図。
【図４Ｂ】ディスクマガジンからディスクを取り出す状態を示す図。
【図５】フラッシュメモリに格納するディスク情報の例を示す図。
【図６Ａ】ディスク情報を光ディスクに書き込むときの記録領域のイメージ図。
【図６Ｂ】ディスク情報を光ディスクに書き込むときの記録領域のイメージ図。
【図７Ａ】ディスクドライブがデータを記録するときのフローチャート。
【図７Ｂ】ディスクドライブがデータを記録するときのフローチャート。
【図８Ａ】ディスクドライブがデータを再生するときのフローチャート。
【図８Ｂ】ディスクドライブがデータを再生するときのフローチャート。
【図９】フラッシュメモリを交換するときのフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態を図面を用いて説明する。本発明は、ディスクマガ
ジンに格納された光ディスクにデータを記録または再生する光ディスク装置及び光ディス
クライブラリシステムにおいて、光ディスクおよびディスクマガジンに関する情報を、デ
ィスクマガジンに搭載されたフラッシュメモリに格納しておき、データ記録のタイミング
で光ディスクにも書き込む構成とした。光ディスクは、特に大容量、長寿命であるホログ
ラフィックディスクを用いる場合に適するものである。
【００１５】
　図１は、本発明に係る光ディスクライブラリシステムの一構成例を示す図である。光デ
ィスクライブラリシステムにおいて、ディスクライブラリ装置１０８はサーバ１０２に接
続され、サーバ１０２はネットワーク１０１に接続されている。
【００１６】
　ディスクライブラリ装置１０８は、マガジン収納庫１０４と複数のディスクドライブ（
光ディスク装置）１０７を有し、マガジン収納庫１０４には複数のディスクマガジン１０
５（以下、単にマガジンとも呼ぶ）が収納されている。マガジン搬送部１０６は、マガジ
ン収納庫１０４とディスクドライブ１０７との間で、マガジン１０５を搬送する。
【００１７】
　上位のサーバ１０２からデータの記録／再生のコマンドを受けると、ライブラリコント
ローラ１０３はマガジン搬送装置１０６に指示し、マガジン収納庫１０４から指定された
マガジン１０５を取り出してディスクドライブ１０７に搬送させる。さらに、ディスクド
ライブ１０７に対し、マガジン１０５に収納されている指定されたディスク（第１の記録
媒体）を選択し、データの記録あるいは再生を指示する。
【００１８】
　図２は、ディスクドライブ（光ディスク装置）１０７の内部構成の一例を示す図である
。ディスクドライブ１０７には、マガジン搬送部１０６によりマガジン収納庫１０４から
搬送されたディスクマガジン１０５が装着される。ディスクロード・イジェクト部１１３
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は、搬送されたマガジン１０５内の所定の光ディスク１１４（以下、単にディスクとも呼
ぶ）をディスク記録再生部１１２にローディングし、かつディスク記録再生部１１２から
イジェクトする。ディスク記録再生部１１２は、ディスク１１４に対しデータの記録／再
生を行う。ディスク記録再生部１１２とディスクロード・イジェクト部１１３の動作は、
ドライブコントローラ１１１により制御される。
【００１９】
　図２では、マガジン１０５がディスクドライブ１０７へ装着され、ディスク１１４がロ
ーディングされる状態を示す。マガジン１０５には、第１の記録媒体であるディスク１１
４が収納されるとともに、第２の記録媒体であるフラッシュメモリ１０９が搭載されてい
る。フラッシュメモリ１０９には後述するディスク情報が格納されている。ディスクドラ
イブ１０７には、フラッシュメモリ１０９と接続するメモリコネクタ１１０を設けている
。ドライブコントローラ１１１は、メモリコネクタ１１０を介して、フラッシュメモリ１
０９との間で、ディスク情報の読出しや書込みを行う。
【００２０】
　ドライブコントローラ１１１はライブラリコントローラ１０３から指示を受けると、フ
ラッシュメモリ１０９からディスク情報を読み出し、指定されたマガジンおよびディスク
が装着されていることを確認する。確認後ディスクロード・イジェクト部１１３に対し、
所定のディスク１１４をディスク記録再生部１１２へローディングさせる。そしてディス
ク記録再生部１１２に対し、ディスク１１４へのデータの記録あるいは再生動作を行わせ
る。また、ディスク１１４へデータを記録するときには、後述するように、フラッシュメ
モリ１０９から読み出したディスク情報もディスク１１４へ書き込む。
【００２１】
　図３Ａ～図３Ｃは、ディスクマガジン１０５の外観を示す図である。
  データを記録する第１の記録媒体がホログラフィックディスクの場合、マガジン１０５
に収納された形態で供給されることが予想され、マガジン１０５には第２の記録媒体であ
るフラッシュメモリ１０９（図２に示す）を搭載する。ここに、第２の記録媒体（フラッ
シュメモリ）は第１の記録媒体（ホログラフィックディスク）よりも、記録データの保存
寿命が短い。フラッシュメモリ１０９には、マガジン１０５内の各ディスクの情報やマガ
ジン１０５の情報が格納される。第２の記録媒体の種類はフラッシュメモリに限らず、非
接触ＩＣタグ、印刷された２次元データ（バーコード、ＱＲコード(登録商標)）などでも
良いが、いずれも第１の記録媒体よりデータの保存寿命が短いものである。
【００２２】
　図３Ａは、ディスクマガジン１０５と、これを装着するディスクドライブ１０７内のマ
ガジン受け板１１７を示す図である。マガジン１０５は複数のディスクトレイ１１６を有
し、これに複数のディスクを収納する。マガジン１０５の受け部材であるマガジン受け板
１１７には、マガジン１０５と電気的に接続するメモリコネクタ１１０を有している。
【００２３】
　図３Ｂは、ディスクマガジン１０５の外観図で、図３Ａを裏面側から見たものである。
マガジン１０５にはフラッシュメモリ１０９（図２）を内蔵し、マガジン１０５の裏面に
は、フラッシュメモリ１０９の端子１１８が配置されている。
【００２４】
　図３Ｃは、ディスクマガジン１０５をマガジン受け面１１７に装着した状態を示す図で
ある。この状態では、マガジン１０５のフラッシュメモリの端子１１８は、マガジン受け
板１１７のメモリコネクタ１１０と接続している。これにより、ディスクドライブ１０７
はマガジン１０５内のフラッシュメモリ１０９に対し、ディスク情報などの読出しと書込
みを行う。
【００２５】
　図４Ａと図４Ｂは、ディスクマガジン１０５からディスク１１４を取り出す状態を示す
図である。　
　図４Ａは、マガジン１０５の１つのディスクトレイ１１６を開口した状態を示す。ディ
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スクロード・イジェクト部１１３は、マガジン１０５から、所定のディスク１１４が収納
されているディスクトレイ１１６を引き出す。
【００２６】
　図４Ｂは、マガジン１０５からディスク１１４を取り出した状態を示す。ディスクロー
ド・イジェクト部１１３は、ディスクトレイ１１６からディスク１１４を取り出し、ディ
スク記録再生部１１２へローディングする。ディスク記録再生部１１２は、ローディング
されたディスクに対し、データの記録／再生を行う。
【００２７】
　図５は、フラッシュメモリ１０９に格納するディスク情報の例を示す図である。格納す
る情報には、（ａ）のディスク製造情報と、（ｂ）のディスク管理情報があり、以下、両
者をまとめて「ディスク情報」と呼ぶ。
【００２８】
　（ａ）のディスク製造情報（Manufacture Information）は、ディスク製造メーカが提
供し格納するもので、再生専用として用いるもので固定された内容である。項目として、
マガジンＩＤ、ディスク種別、ディスク容量、製造者、製造地、製造年月日などを含む。
【００２９】
　（ｂ）のディスク管理情報（Management Information）は、ディスクライブラリシステ
ムが管理するもので、ディスクドライブ１０７がデータを記録／再生する際に用いる情報
である。項目として、記録／未記録状態の区別、記録ドライブ名、記録年月日、ユーザデ
ータなどを含む。ディスク管理情報は、データを記録する毎に内容が更新され、ディスク
ドライブ１０７により格納される。
【００３０】
　フラッシュメモリ１０９には、（ａ）のディスク製造情報のみを格納する場合と、（ａ
）のディスク製造情報と（ｂ）のディスク管理情報の両方を格納する場合があり、用途に
応じて選択すればよい。後述するように、フラッシュメモリ１０９に格納したディスク情
報は、ディスク１１４にも記録（コピー）される。その時にディスク１１４に書き込む情
報は、フラッシュメモリ１０９に格納された全ての情報であっても、一部の情報であって
も構わない。
【００３１】
　図６Ａと図６Ｂは、ディスク情報を光ディスク１１４に書き込むときの記録領域のイメ
ージ図である。ディスク情報の記録領域を符号１１５で示す。
【００３２】
　図６Ａは、ディスクマガジン１０５内の１枚のディスクのみにディスク情報を書き込む
モード（記録モードＡ）である。このモードは、書き込むディスク情報がディスク製造情
報（図５の（ａ））のような再生専用の情報の場合に適する。すなわち、マガジン１０５
に収納された複数のディスク１１４ａ～１１４ｅのうち、１枚のディスク１１４ａの記録
領域１１５ａに書き込む。このディスク１１４ａを、「特定ディスク」と呼ぶことにする
。ディスクからディスク情報を読み出す際には、この特定ディスク１１４ａの記録領域１
１５ａから読出しを行う。
【００３３】
　記録モードＡの場合、特定ディスクがどのディスクであるかについては、ライブラリコ
ントローラ１０３にて記憶しておけばよい。ただし、フラッシュメモリ１０９からディス
ク情報が読めない場合、マガジン１０５のＩＤが事前に分からないため、ライブラリコン
トローラ１０３にて判断できない可能性がある。そこで、特定ディスクは、マガジン１０
５内の所定の位置（例えば、最上段の位置）に収納されたディスクと決めておく方法もあ
る。この方法によれば、フラッシュメモリ１０９からディスク情報が読み出せない場合で
も、特定ディスクを識別することができる。なお、以下の説明では、ライブラリコントロ
ーラ１０３にて特定ディスクがどのディスクであるかを記憶しているものとする。
【００３４】
　図６Ｂは、ディスクマガジン１０５内の全てのディスクにディスク情報を書き込むモー
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ド（記録モードＢ）である。このモードは、書き込むディスク情報がディスク製造情報（
図５の（ａ））のような再生専用の情報だけでなく、ディスク管理情報（図５の（ｂ））
のような内容が更新され記録／再生を行う情報を含む場合に適する。具体的には、初回の
データをディスク１１４ａに記録するとき、これに合わせてディスク１１４ａの領域１１
５ａにディスク情報を書き込む。次のデータをディスク１１４ｂに記録するとき、これに
合わせてディスク１１４ｂの領域１１５ｂにディスク情報を書き込む。ディスク製造情報
は固定された情報であるが、ディスク管理情報はデータを記録するごとに更新されたもの
を書き込む。このようにして、マガジン１０５に収納された各ディスク１１４ａ～１１４
ｅは、それぞれの記録領域１１５ａ～１１５ｅにディスク情報が書き込まれる。図６Ｂに
おいてディスク１１４ａ～１１４ｅの順にデータを記録した場合、ディスク１１４ｅが最
後にデータを記録したディスクとなり、このディスク１１４ｅを「最終ディスク」と呼ぶ
ことにする。この最終ディスク１１４ｅには最新のディスク情報が書き込まれることにな
る。
【００３５】
　記録モードＢでは、ディスク製造情報のような再生専用の情報はどのディスクからも読
み出すことができる。一方、ディスク管理情報のようなデータ記録の毎に更新される記録
／再生用の情報は、最新の情報が書き込まれている最終ディスク１１４ｅの領域１１５ｅ
から読出しを行う。
【００３６】
　記録モードＢの場合、最終ディスクがどのディスクであるかについては、ディスク情報
領域に書き込まれた記録日時情報を読出し、最後に書き込まれたディスクがどれであるか
を検索すればよい。あるいは、マガジン１０５内の複数のディスクの使用順序を予め決め
ておき（例えば、上段から下段に向かって使用する）、この順に各ディスクの記録／未記
録を確認する方法もある。この方法によれば、記録日時情報が読み出せない場合でも、最
終ディスクを識別することができる。なお、以下の説明では、ライブラリコントローラ１
０３にて最終ディスクがどのディスクであるかを記憶しているものとする。
【００３７】
　なお、図６Ａの記録モードＡの変形として、再生専用の情報を図６Ｂのように全てのデ
ィスクに書き込んでもよい。この場合は、再生専用の情報はどのディスクからでも読み出
すことができる。
【００３８】
　以下、データの記録とデータの再生におけるディスク情報の処理について、フローチャ
ートを用いて説明する。それぞれの処理を、上記したディスク情報の記録モードＡ，Ｂ（
図６Ａ、図６Ｂ）に分けて説明する。
【００３９】
　図７Ａと図７Ｂは、ディスクドライブがデータを記録するときのフローチャートである
。　
　図７Ａは、記録モードＡ（図６Ａ）の場合の記録シーケンスで、フラッシュメモリ１０
９に格納された再生専用のディスク情報をマガジン１０５内の１枚のディスクのみに書き
込む。以下、ステップ順に説明する。
【００４０】
　Ｓ２０１では、マガジン搬送部１０６によりマガジン収納庫１０４から所定のマガジン
１０５を取り出し、所定のディスクドライブ１０７にローディングする。　
　Ｓ２０２では、ドライブコントローラ１１１によりマガジン１０５に内蔵されているフ
ラッシュメモリ１０９から再生専用のディスク情報を読み出す。この情報は、マガジンや
ディスクの製造情報（図５（ａ））であり、ドライブコントローラ１１１はこの情報を参
照して記録可否を判断し、また記録条件の設定等を行う。
【００４１】
　Ｓ２０３では、フラッシュメモリ１０９からの情報の読出しに成功したか否かを判定す
る。読出しに成功したときはＳ２０４へ進み、読出しに失敗したときは当該マガジンに対
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する記録シーケンスを終了する。読出し失敗の原因には、フラッシュメモリ１０９の故障
（情報の破損など）が考えられる。
【００４２】
　Ｓ２０４では、ディスクロード・イジェクト部１１３によりマガジン１０５内の記録対
象ディスク（１１４ｘとする）をディスク記録再生部１１２へローディングする。　
　Ｓ２０５では、Ｓ２０２のフラッシュメモリ１０９からの読出し情報に基づいて、ディ
スク記録再生部１１２はディスク１１４ｘに対してデータの記録を行う。
【００４３】
　Ｓ２０６では、マガジン１０５内にディスク情報が既に書き込まれている特定ディスク
（図６Ａにおけるディスク１１４ａ）が存在するか否かを判定する。この判定は、例えば
ドライブコントローラ１１１がライブラリコントローラ１０３に問い合わせることで可能
である。存在すれば記録シーケンスを終了する。存在しなければＳ２０７へ進む。
【００４４】
　Ｓ２０７では、ディスク記録再生部１１２は当該ディスク１１４ｘの特定の領域１１５
ｘに対して、ドライブコントローラ１１１によりフラッシュメモリ１０９から読み出した
前記ディスク情報を書き込む。その結果、ディスク１１４ｘはディスク情報が書き込まれ
た特定ディスク（図６Ａのディスク１１４ａ）となる。そしてドライブコントローラ１１
１はライブラリコントローラ１０３に対し、ディスク１１４ｘにディスク情報を書き込ん
だことを報告し、ライブラリコントローラ１０３はディスク１１４ｘを特定ディスク１１
４ａとして設定する。
【００４５】
　以上の工程により、フラッシュメモリ１０９に格納されている再生専用のディスク情報
は、特定ディスク１１４ａの特定の領域１１５ａに記録（コピー）された状態となる。再
生専用の情報は更新されることがないので、記録シーケンスにおけるＳ２０７の書込み動
作は基本的に１回のみ実施すればよい。
【００４６】
　なお、図７Ａの変形例として、フラッシュメモリ１０９に格納される再生専用のディス
ク情報をマガジン１０５内の全てのディスクに書き込むようにしても良い。その場合には
Ｓ２０６の判定工程をスキップし、Ｓ２０７へ進んで当該ディスク１１４ｘにディスク情
報を書き込む。その際、当該ディスク１１４ｘに既にディスク情報が書き込まれていれば
、勿論記録する必要はない。
【００４７】
　図７Ｂは、記録モードＢ（図６Ｂ）の場合の記録シーケンスで、フラッシュメモリ１０
９に格納されるディスク情報（記録／再生用と再生専用）をマガジン１０５内の全てのデ
ィスクに書き込む。
【００４８】
　Ｓ２１１では、マガジン搬送部１０６によりマガジン収納庫１０４から所定のマガジン
１０５を取り出し、所定のディスクドライブ１０７にローディングする。　
　Ｓ２１２では、ドライブコントローラ１１１によりマガジン１０５に内蔵されているフ
ラッシュメモリ１０９からディスク情報を読み出す。この情報は、ディスクの製造情報（
図５（ａ））の他にディスク管理情報（図５（ｂ））を含み、ドライブコントローラ１１
１はこの情報を参照して記録可否を判断し、また記録条件の設定等を行う。
【００４９】
　Ｓ２１３では、フラッシュメモリ１０９からの情報の読出しに成功したか否かを判定す
る。読出しに成功したときはＳ２１４へ進み、読出しに失敗したときは当該マガジンに対
する記録シーケンスを終了する。
【００５０】
　Ｓ２１４では、ディスクロード・イジェクト部１１３によりマガジン１０５内の記録対
象のディスク（１１４ｘとする）をディスク記録再生部１１２へローディングする。　
　Ｓ２１５では、ライブラリコントローラ１０３は、ディスク１１４ｘにデータを記録す
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るに当たり、これに伴うディスク管理情報を更新する。すなわち、ディスク１１４ｘに関
する図５（ｂ）に示した記録／未記録状態、記録ドライブ、記録年月日などの情報を書き
換える。
【００５１】
　Ｓ２１６では、ドライブコントローラ１１１は、ライブラリコントローラ１０３により
更新されたディスク管理情報をフラッシュメモリ１０９に書き込む。　
  Ｓ２１７では、Ｓ２１２のフラッシュメモリ１０９からの読出し情報に基づいて、ディ
スク記録再生部１１２はディスク１１４ｘに対してデータの記録を行う。
【００５２】
　Ｓ２１８では、ディスク記録再生部１１２は当該ディスク１１４ｘの特定の領域１１５
ｘに対して、ライブラリコントローラ１０３により更新されたディスク管理情報を書き込
む。このときディスク１１４ｘに書き込む情報には、内容が固定されたディスクの製造情
報（図５（ａ））も含める。
【００５３】
　以上の工程により、ライブラリコントローラ１０３により更新されたディスク情報は、
フラッシュメモリ１０９とディスク１１４ｘの両方に書き込まれた状態となる。この記録
シーケンスは、データを記録する毎に、すなわちディスク情報が更新されるごとに実施さ
れる結果、全てのディスクにディスク情報が書き込まれることになる。そして、最後にデ
ータを記録した最終ディスクには最新のディスク管理情報を含むディスク情報が書き込ま
れる。またライブラリコントローラ１０３は、どのディスクが最後にデータを記録した最
終ディスクであるか、すなわち最新のディスク情報が書き込まれたディスクであるかを記
憶している。
【００５４】
　図８Ａと図８Ｂは、ディスクドライブがデータを再生するときのフローチャートである
。　
  図８Ａは、記録モードＡ（図６Ａ）の場合の再生シーケンスで、前記図７Ａの記録処理
の結果、１枚の特定ディスクに書き込まれた再生専用のディスク情報を利用する。以下、
ステップ順に説明する。
【００５５】
　Ｓ３０１では、マガジン搬送部１０６によりマガジン収納庫１０４から所定のマガジン
１０５を取り出し、所定のディスクドライブ１０７にローディングする。　
  Ｓ３０２では、ドライブコントローラ１１１によりマガジン１０５に内蔵されているフ
ラッシュメモリ１０９から再生専用のディスク情報（図５（ａ））を読み出す。ドライブ
コントローラ１１１はこの情報を参照して再生可否を判断し、また再生条件の設定等を行
う。
【００５６】
　Ｓ３０３では、フラッシュメモリ１０９からの情報の読出しに成功したか否かを判定す
る。読出しに成功したときはＳ３０７へ進み、読出しに失敗したときはＳ３０４へ進む。
読出し失敗の原因には、フラッシュメモリ１０９の故障（情報の破損など）が考えられる
。
【００５７】
　Ｓ３０４では、ディスクロード・イジェクト部１１３により、マガジン１０５内からデ
ィスク情報を記録済みの特定ディスク１１４ａを取出しディスク記録再生部１１２へロー
ディングする。ここで特定ディスク１１４ａには、前記図７Ａの処理によりフラッシュメ
モリ１０９に格納されるべきディスク情報が書き込まれている。どのディスクが特定ディ
スクであるかはライブラリコントローラ１０３が記憶しており、これに問い合わせればよ
い。
【００５８】
　Ｓ３０５では、特定ディスク１１４ａの領域１１５ａからディスク情報を読み出す。ド
ライブコントローラ１１１はこの情報を参照して再生可否を判断し、また再生条件の設定
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等を行う。　
  Ｓ３０６では、ディスクロード・イジェクト部１１３により、特定ディスク１１４ａを
イジェクトしてマガジン１０５に戻す。
【００５９】
　Ｓ３０７では、ディスクロード・イジェクト部１１３により、マガジン１０５から再生
対象ディスク１１４ｘを取出しディスク記録再生部１１２へローディングする。　
  Ｓ３０８では、Ｓ３０２のフラッシュメモリ１０９からの読出し情報、またはＳ３０５
の特定ディスク１１４ａからの読出し情報に基づいて、ディスク記録再生部１１２はディ
スク１１４ｘからデータの再生を行う。
【００６０】
　以上の工程によれば、フラッシュメモリ１０９が何らかの原因で故障し格納しているデ
ィスク情報を読み出すことができない場合でも、特定ディスク１１４ａからディスク情報
を読み出すことができるので、再生対象ディスク１１４ｘからのデータ再生動作を正常に
行うことができる。
【００６１】
　なお、図８Ａの変形例として、再生専用のディスク情報がマガジン１０５内の全てのデ
ィスクに書き込まれている場合がある。その場合にはＳ３０４とＳ３０６の特定ディスク
のローディング・イジェクト工程が不要となる。そして、Ｓ３０５のディスク情報の読出
し工程は、Ｓ３０７の再生対象ディスク１１４ｘのローディングの後に、当該ディスク１
１４ｘから読み出せばよい。これによれば、特定ディスクとの入れ替えが不要であり、迅
速に再生処理を行うことができる。
【００６２】
　図８Ｂは、記録モードＢ（図６Ｂ）の場合の再生シーケンスで、前記図７Ｂの記録処理
の結果、全てのディスクに書き込まれたディスク情報（記録／再生用と再生専用）から１
つを選択して利用する。
【００６３】
　Ｓ３１１では、マガジン搬送部１０６によりマガジン収納庫１０４から所定のマガジン
１０５を取り出し、所定のディスクドライブ１０７にローディングする。　
  Ｓ３１２では、ドライブコントローラ１１１によりマガジン１０５に内蔵されているフ
ラッシュメモリ１０９から記録／再生用と再生専用のディスク情報（図５（ａ）（ｂ））
を読み出す。ドライブコントローラ１１１はこの情報を参照して再生可否を判断し、また
再生条件の設定等を行う。
【００６４】
　Ｓ３１３では、フラッシュメモリ１０９からの情報の読出しに成功したか否かを判定す
る。読出しに成功したときはＳ３１７へ進み、読出しに失敗したときはＳ３１４へ進む。
【００６５】
　Ｓ３１４では、ディスクロード・イジェクト部１１３により、マガジン１０５内から最
後にディスク情報を書き込んだ最終ディスク１１４ｅを取出しディスク記録再生部１１２
へローディングする。ここで最終ディスク１１４ｅには、前記図７Ｂの処理によりフラッ
シュメモリ１０９に格納されるべきディスク情報が書き込まれている。どのディスクが最
終ディスクであるかは、ライブラリコントローラ１０３が記憶しており、これに問い合わ
せればよい。
【００６６】
　Ｓ３１５では、最終ディスク１１４ｅの領域１１５ｅからディスク情報を読み出す。ド
ライブコントローラ１１１はこの情報を参照して再生可否を判断し、また再生条件の設定
等を行う。　
  Ｓ３１６では、ディスクロード・イジェクト部１１３により最終ディスク１１４ｅをイ
ジェクトしてマガジン１０５に戻す。
【００６７】
　Ｓ３１７では、ディスクロード・イジェクト部１１３によりマガジン１０５から再生対
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象ディスク１１４ｘを取出し、ディスク記録再生部１１２へローディングする。　
  Ｓ３１８では、Ｓ３１２のフラッシュメモリ１０９からの読出し情報、またはＳ３１５
の最終ディスク１１４ｅからの読出し情報に基づいて、ディスク記録再生部１１２はディ
スク１１４ｘからデータの再生を行う。
【００６８】
　以上の工程によれば、フラッシュメモリ１０９が何らかの原因で故障し格納しているデ
ィスク情報を読み出すことができない場合でも、最終ディスク１１４ｅからディスク情報
を読み出すことができるので、再生対象ディスク１１４ｘからのデータ再生動作を正常に
行うことができる。
【００６９】
　図９は、マガジンのフラッシュメモリを交換（メンテナンス）するときのフローチャー
トである。前記した記録シーケンスあるいは再生シーケンスで、フラッシュメモリからデ
ィスク情報を読み出せなかった場合、フラッシュメモリの故障が考えられる。このような
場合、マガジンのフラッシュメモリを新品に交換してディスク情報を新たに書き込めば、
フラッシュメモリを本来の正常な格納状態に戻すことができる。ここでは、フラッシュメ
モリに格納される再生専用のディスク情報が特定ディスクのみに書き込まれている記録モ
ードＡ（図６Ａ）の場合について示す。
【００７０】
　Ｓ４０１では、マガジン１０５に搭載している故障したフラッシュメモリ１０９を新品
のフラッシュメモリに交換する。　
  Ｓ４０２では、マガジン搬送部１０６により、フラッシュメモリ１０９を交換したマガ
ジン１０５をディスクドライブ１０７にローディングする。
【００７１】
　Ｓ４０３では、ディスクロード・イジェクト部１１３により、マガジン１０５内からデ
ィスク情報を記録済みの特定ディスク１１４ａを取出しディスク記録再生部１１２へロー
ディングする。ここで特定ディスク１１４ａには、前記図７Ａの処理によりフラッシュメ
モリ１０９に格納されるべきディスク情報が書き込まれている。どのディスクが特定ディ
スクであるかは、ライブラリコントローラ１０３が記憶しており、これに問い合わせれば
よい。
【００７２】
　Ｓ４０４では、ディスク記録再生部１１２は特定ディスク１１４ａの領域１１５ａから
ディスク情報を読み出す。　
  Ｓ４０５では、ドライブコントローラ１１１は、特定ディスク１１４ａから読み出した
ディスク情報を、マガジン１０５に搭載している交換したフラッシュメモリ１０９に書き
込む。これにより、マガジン１０５のフラッシュメモリ１０９を正常な状態に戻すことが
できる。
【００７３】
　なお、フラッシュメモリ１０９に格納される記録／再生用のディスク情報が全てのディ
スクに書き込まれている記録モードＢ（図６Ｂ）の場合は、上記Ｓ４０３では、マガジン
１０５内から最後にディスク情報が書き込まれた最終ディスク１１４ｅを取出しディスク
記録再生部１１２へローディングする。Ｓ４０４では、最終ディスク１１４ｅの領域１１
５ｅからディスク情報を読み出し、Ｓ４０５では、読み出したディスク情報をフラッシュ
メモリ１０９に書き込めばよい。
【００７４】
　以上のメンテナンス工程によれば、マガジン１０５に搭載している交換したフラッシュ
メモリ１０９は、本来格納すべきディスク情報を格納した状態となる。よって、以後のデ
ータの記録／再生処理では、フラッシュメモリ１０９から読み出した情報を用いて正常に
処理を実行することができる。
【００７５】
　上記の記録シーケンス（図７Ａ，Ｂ）、再生シーケンス（図８Ａ，Ｂ）及びメンテナン
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をライブラリコントローラが記憶しているものとして説明したが、予め特定ディスクを決
めておく方法や、ディスクの使用順序を決めておく方法を採用すれば、上記した処理工程
に限定されるものではない。
【００７６】
　本発明によれば、光ディスクよりフラッシュメモリの寿命が短く、格納したディスク情
報が何らの原因で破損した場合であっても、光ディスクにおいてディスク情報を長期間保
存できるので、光ディスクの記録再生動作に支障が生じることがなく、信頼性の高いシス
テムを構築できる。
【００７７】
　なお、上記実施例においては、データを記録する第１の記録媒体として光ディスクを用
いる場合を説明したが、他の記録媒体、例えば磁気テープを用いるシステムにおいても、
本発明を同様に適用できることは言うまでもない。また、第１の記録媒体に関する情報を
格納する第２の記録媒体としてフラッシュメモリを用いる場合を説明したが、他の記録媒
体、例えば非接触ＩＣタグや印刷された２次元データを用いるシステムにおいても、本発
明を同様に適用できることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００７８】
　１０１…ネットワーク、
　１０２…サーバ、
　１０３…ライブラリコントローラ、
　１０４…マガジン収納庫、
　１０５，１０５ａ…ディスクマガジン（マガジン）、
　１０６…マガジン搬送装置、
　１０７…ディスクドライブ（光ディスク装置）、
　１０８…ディスクライブラリ装置、
　１０９…フラッシュメモリ、
　１１０…メモリコネクタ、
　１１１…ドライブコントローラ、
　１１２…ディスク記録再生部、
　１１３…ディスクロード・イジェクト部、
　１１４，１１４ａ～１１４ｅ…光ディスク、
　１１５，１１５ａ～１１５ｅ…記録領域、
　１１６…ディスクトレイ、
　１１７…マガジン受け板、
　１１８…フラッシュメモリ端子。
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